
個人ごとに支給額を計算します。

個人ごとに支給額を計算します。

21,000円以上の自己負担額を全て合わせて支給額を計算します。

【計算例】

世帯主（55歳）　　所得区分：一般
自己負担割合：3割
A病院（入院）医療費1,000,000円

A病院自己負担額　　300,000円

4回目以降の自己負担限度額
44,400円

支給額
255,600円

≪同一世帯で医療費を合算して限度額を超えた場合≫
【計算例】

この国保世帯の高額療養費　　　255,600円　　　があとから支給されます。

世帯主（30歳）　　所得区分：一般
自己負担割合：3割
A病院（入院）医療費200,000円

妻（28歳）　　所得区分：一般
自己負担割合：3割
B病院（外来）医療費100,000円

A病院自己負担額
60,000円

B病院自己負担額
30,000円

この国保世帯の高額療養費　　　9,570円　　　があとから支給されます。

自己負担限度額
80,100円＋（300,000円－267,000円）×1％＝80,430円

支給額
9,570円

【計算例】

世帯主（55歳）　　所得区分：一般
自己負担割合：3割
A病院（入院）医療費1,000,000円

A病院自己負担額　　300,000円

自己負担限度額
80,100円＋（1,000,000円－267,000円）×1％＝87,430円

支給額
212,570円

この国保世帯の高額療養費　　　212,570円　　　があとから支給されます。

高額療養費の計算例（70歳未満の人の場合）

≪同一世帯で高額療養費の支給が年4回以上あった場合≫


